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博士論文審査： 
学生から提出された博士論文について、公開発表会が８月１８日に行われ、審査委員と学生の間
で質疑応答が繰り返しなされ、サシ管理ステムの成立条件、行政制度改革との関係性整理などに関
して質疑応答があり、それらに対して適切な説明を行い、博士論文としての質を十分に確保してい
るとの結論に至った。 
本研究では、インドネシにおける地域の自然資源管理システムの一つであるサシ管理制度（サシシス
テム）に分析の焦点を当て、特にマルク地方をフィールドにして、当該地域の先住民知識（経験知）と
しての海洋サシシステムの構造と変化メカニズムを解明し、その経済的価値を評価し、よりよい沿岸域
の自然資源管理システムとしての役割を如何に果たすかについて分析した。 
まず、マルク地方におけるサシの存在形態についてアンケート調査によって明らかにし、サシシステ
ムの構造と機能が国の行政システムによって大きく影響されていることがわかった。すなわち、村レベ
ルにおける伝統的なサシシステムは、中央集権体制が構築された 1970年代から 1990年代までは大きく
減少し、地方分権体制が構築されるようになった 2004 年以降には再び増加傾向に転じていることがわ
かった。次に、この行政体制のダイナミックな変化を背景としたサシシムテムの弱体化が、地域コミュ
ニティ構成員の意識構造に及ぼす影響を分析した。若年層と長老グループとの間において、サシシステ
ムの重要性に関する認識の差はなく、その実装の必要性や意義を共通して強く理解されているものの、
サシ活動への参加に際しては大きな意識の差が認められた。若い世代の地域文化への愛着を育む教育が、
地域の経験知を育む重要な施策となることが指摘された。そして、シリソリイスラム村の海域でトップ
シェルを対象としたサシシステムの経済的価値を評価してみた結果、その総経済価値（TEV）は年間 22.7
億ルピア（US $ 251,209.03）（うち、非利用価値が 2539 万ルピア、利用価値は約 98％の 22.4 億ルピ
ア）であることがわかり、サシシステムによって管理されてきた自然資源が高い生態系サービスを提供
してくれていることが明らかとなった。最後に、サシシステムの管理運営実態を実証分析した。サシシ
ステムによって管理されたトップシェル資源はオークション取引によって利用者が決められ、オークシ
ョン取引から得られた利益は村の地域経済の発展に大きな役割を果たしていることがわかった。このよ
うに、サシシステムは地域資源の持続的利用に寄与するのみならず、村の雇用創出を通じて、地域経済
の改善と生活の改善が図られ、村のアイデンティティを高めることにつながることが考察された。 
 以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、本研究分野に
おける学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査
委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
最終試験は８月１８日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開
発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確
認した。学術論文は１編が第一著者として公表済み（Awwaluddin・婁小波・陳放「伝統的な沿岸域
資源管理としてのサシの展開と構造変化」、沿岸域学会誌、第 28 巻第 1 号、2015）であることを
確認した。語学力についても、本人は英語で学会発表をしており、英語の学力については問題ない
と判断した。また、講演発表は国内学会１回あることを確認した。さらに、合同セミナーへの出席
回数が６０時間を超えていることを確認した。 
以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
